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■健康なからだは市民の宝

碧南市健康を守る会　会報　No.183

　
ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
中
の
姿
勢
を

チ
ェッ
ク
し
て
見
て
く
だ
さ
い
。

　
横
か
ら
見
る
と
頭
、
首
が
前
に
傾
き
、
俗

称
「
猫
背
」
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
前
か
ら
見
る
と
脚
を
組
ん
で
、
左
右
ど

ち
ら
か
に
傾
い
た
り
、
捻
じ
れ
た
り
し
て
い

ま
せ
ん
か
。
こ
の
姿
勢
を
長
時
間
続
け
て
い

れ
ば
、
肩
こ
り
、
腰
痛
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

出
来
る
だ
け
前
後
左
右
に
傾
か
な
い
よ
う

真
っ
す
ぐ
な
姿
勢
を
し
て
ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ
ン

を
操
作
し
て
予
防
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
同

じ
姿
勢
を
長
時
間
立
位
で
も
座
位
で
も
し
て

い
る
と
筋
疲
労
が
起
き
、
硬
く
痛
く
な
り
や

す
い
の
で
、
首
、
体
を
後
ろ
に
伸
ば
す
、
左

右
に
傾
け
る
、
左
右
に
回
す
な
ど
し
て
筋
肉
、

体
を
動
か
し
て
、
硬
く
痛
く
な
ら
な
い
よ
う

に
予
防
し
て
く
だ
さ
い
。

　
草
取
り
、
畑
仕
事
を
す
る
人
は
、
あ
そ
こ

ま
で
や
っ
て
し
ま
お
う
と
頑
張
り
過
ぎ
る
た

め
、
中
腰
、
し
ゃ
が
み
込
み
な
ど
無
理
な
姿

勢
を
長
時
間
す
る
と
、
首
、
腰
、
膝
な
ど
を

痛
め
や
す
い
で
す
か
ら
、
時
間
を
区
切
っ
て
、

無
理
な
く
ほ
ど
ほ
ど
で
や
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。 姿

勢
と
運
動　

碧
南
市
医
師
会
　
会
長
　
生い

く 

田た 

　
譲ゆ

ず
る

60
歳
以
上
の
方
へ
の
お
勧
め
運
動

1
　
片
足
た
ち

　�

　
バ
ラ
ン
ス
、
筋
力
が
落
ち
て
、
つ
ま
ず

き
易
く
、
転
倒
し
易
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
か
ら
、
や
れ
る
人
は
支
え
な
し
で
30
秒
、

支
え
が
必
要
な
人
は
、
机
な
ど
で
つ
か
ま
っ

て
し
て
く
だ
さ
い
。

2
　
椅
子
ス
ク
ワ
ッ
ト

　�

　
立
っ
た
り
座
っ
た
り
が
、
や
り
に
く
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
か
ら
、
予
防
と
し
て
、

股
関
節
90
度
、
膝
90
度
に
な
れ
る
よ
う
な

椅
子
か
ら
立
つ
座
る
の
動
作
を
し
て
く
だ

さ
い
。
や
れ
る
人
は
、
椅
子
に
座
る
寸
前

で
支
え
て
ス
ク
ワ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。
く

れ
ぐ
れ
も
膝
は
前
に
出
さ
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
30
回
目
標
。

3
　
大
腿
四
頭
筋
訓
練

　�

　
膝
の
悪
い
人
、
大
腿
の
筋
量
が
落
ち
て

い
る
人
に
お
勧
め
で
す
。
椅
子
に
座
っ
て

し
っ
か
り
膝
を
伸
ば
し
、
そ
の
ま
ま
30
秒

維
持
し
て
く
だ
さ
い
。

4
　
立
位
で
つ
ま
先
上
げ
運
動

　�

　
つ
ま
ず
き
防
止
の
た
め
立
位
で
つ
ま
先

を
上
に
あ
げ
る
運
動
で
す
。100
回
し
ま
し
ょ

う
。

5
　
足そ

く
趾し

を
動
か
す
運
動

　�

　
足
趾
で
大
地
を
し
っ
か
り
掴
め
る
よ
う

に
手
を
使
っ
て
動
か
し
て
く
だ
さ
い
。

6
　
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
⑴�

　
う
つ
伏
せ
の
姿
勢
で
両
肘
、
両
足
先

で
体
を
支
え
て
30
秒
。

　
⑵�

　
う
つ
伏
せ
の
姿
勢
で
右
手
、
左
膝
で

支
え
て
左
上
肢
、
右
下
肢
を
上
げ
て
30

秒
。
反
対
の
左
手
、
右
膝
で
支
え
て
右

上
肢
、
左
下
肢
を
上
げ
て
30
秒
。

　
⑶�

　
真
横
に
な
り
右
肘
、
右
足
で
体
を
支

え
て
30
秒
。
同
じ
く
左
肘
、
左
足
で
体

を
支
え
て
30
秒
。

　
⑷�

　
仰
向
け
の
姿
勢
で
左
足
で
支
え
て

お
尻
を
上
げ
、
右
下
肢
を
上
げ
て
30

秒
。
反
対
の
右
足
で
支
え
て
お
尻
を
上

げ
、
左
下
肢
を
上
げ
て
30
秒
。

注�

意
点
　
日
を
空
け
て
週
3
回
程
度
や
る
と

い
い
と
思
い
ま
す
。

　
筋
ト
レ
は
、
調
子
が
い
い
か
ら
と
急
に
回

数
、
負
荷
を
増
や
し
て
頑
張
り
過
ぎ
る
と
体

を
痛
め
ま
す
。

　
一生
や
る
つ
も
り
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
死

ぬ
ま
で
自
由
に
動
け
る
、
歩
け
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
、
体
を
壊
さ
な
い
程
度
に
自
分
の

ペ
ー
ス
で
や
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。

「すこやか碧南」は碧南市
のホームページからも
ご覧いただけます。
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り
4
段
階
、
グ
ル
ー
プ
１
（
発
が
ん
性
が

あ
る
）、
２
ａ
（
お
そ
ら
く
発
が
ん
性
が

あ
る
）、
２
ｂ
（
発
が
ん
性
が
あ
る
可
能

性
が
あ
る
）、
３
（
分
類
不
能
）
に
分
類

さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
喫
煙
、
受
動
喫
煙
、

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
感

染
、ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
、加
工
肉
は
グ
ル
ー

プ
１
、
赤
肉
や
夜
勤
は
グ
ル
ー
プ
2
ａ
に

分
類
さ
れ
ま
す
。

４
．�

生
活
習
慣
、
体
格
の
が
ん

の
リ
ス
ク
評
価

　
W

C
RF/A

IC
R 

（W
orld C

ancer 
Research Fund international/
A

m
erican Institute for C

ancer 
Research

）
は
、
食
事
、
運
動
、
体
格

と
が
ん
リ
ス
ク
の
関
連
を
評
価
し
、
エ
ビ

デ
ン
ス
の
強
さ
に
よ
り
、
確
実
、
可
能
性

あ
り
、
限
定
的
な
示
唆
、
結
論
な
し
、
実

質
的
な
影
響
な
し
の
5
段
階
に
分
類
し

１
．
日
本
人
の
主
要
死
因

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
で
81
歳
、

女
性
で
87
歳
、
日
本
は
男
女
と
も
に
世
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
長
寿
国
で
す
。
男
性
の

約
90
％
、
女
性
の
約
95
％
が
65
歳
ま
で
、

さ
ら
に
女
性
の
80
％
以
上
が
80
歳
ま
で
存

命
し
ま
す
。
日
本
人
の
主
要
死
因
は
男
女

と
も
に
第
1
位
が
『
が
ん
』、
第
2
位
が

『
心
疾
患
』
で
、
第
３
～
５
位
を
『
脳
血

管
疾
患
』、『
老
衰
』、『
肺
炎
』
が
占
め
ま

す
。
が
ん
の
中
で
主
要
な
の
は
、
男
女
と

も
に
肺
が
ん
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
膵

が
ん
、
肝
臓
が
ん
で
、
女
性
で
は
さ
ら
に

乳
が
ん
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

２
．
日
本
人
の
が
ん
の
原
因

　
全
死
因
の
う
ち
、
男
性
で
約
30
％
、
女

性
で
約
23
％
を
が
ん
が
占
め
ま
す
。
が
ん

対
策
で
は
、
早
期
発
見
（
が
ん
検
診
）
と

治
療（
が
ん
治
療
）に
加
え
、罹
患
予
防（
が

ん
予
防
）
が
重
要
で
す
。
喫
煙
は
主
要
な

が
ん
リ
ス
ク
要
因
で
あ
り
、
喫
煙
を
な
く

せ
ば
男
性
の
が
ん
死
亡
の
約
30
％
、
女
性

の
が
ん
死
亡
の
約
5
％
を
減
ら
せ
る
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
（Inoue

ら
、G

lob 
H

ealth M
ed. 2022

）。
も
う
一
つ
の

大
き
な
リ
ス
ク
要
因
は
感
染
症
で
、
男
性

で
約
19
％
、
女
性
で
約
17
％
の
が
ん
死

亡
に
寄
与
し
て
い
ま
す
（
同
）。
一
方
で
、

男
性
の
が
ん
死
亡
の
約
50
％
、
女
性
の
約

73
％
で
リ
ス
ク
要
因
が
よ
く
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
（
同
）。

３
．
発
が
ん
性
物
質

　

国
際
が
ん
研
究
機
関
（IARC: 

International Agency for Research 
on Cancer

）
は
、
あ
る
物
質
や
要
因
の

人
に
対
す
る
発
が
ん
性
を
評
価
し
て
い
ま

す
。
エ
ビ
デ
ン
ス
（
証
拠
）
の
強
さ
に
よ

て
い
ま
す
。IARC

が
リ
ス
ク
増
加
（
発

が
ん
性
物
質
）
の
み
取
り
扱
う
の
に
対

し
、W

CRF/AICR

は
リ
ス
ク
減
少
す
る

要
因
に
も
言
及
し
ま
す
。
例
え
ば
、
大
腸

が
ん
の
リ
ス
ク
上
昇
要
因
と
し
て
、
加
工

肉
摂
取
、
飲
酒
、
体
脂
肪
、
高
身
長
を
確

実
、
赤
肉
摂
取
を
可
能
性
あ
り
、
リ
ス
ク

減
少
要
因
と
し
て
運
動
を
確
実
、
全
粒
穀

物
、
食
物
繊
維
含
有
食
品
、
乳
製
品
、
カ

ル
シ
ウ
ム
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
摂
取
を
可
能

性
あ
り
と
判
定
し
て
い
ま
す
。

５
．
日
本
人
の
が
ん
リ
ス
ク
評
価

　
前
述
の
国
際
的
な
判
定
は
、
主
に
欧
米

人
の
知
見
か
ら
導
か
れ
て
い
ま
す
が
、
体

格
も
食
生
活
も
全
く
異
な
る
日
本
人
で
も

リ
ス
ク
が
一
致
す
る
か
は
不
明
で
す
。
そ

の
た
め
、
日
本
人
に
お
け
る
リ
ス
ク
評
価

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
（「
科
学
的
根
拠
に

基
づ
く
が
ん
リ
ス
ク
評
価
と
が
ん
予
防
ガ

生
活
環
境
と
病
気
の
関
係

　
　
～
日
本
人
の
が
ん
の
要
因
と
予
防
を
考
え
る
～

岐
阜
大
学
大
学
院
　
医
学
系
研
究
科
　
准
教
授
　
和わ 

田だ

　
恵け

い 

子こ
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菌
は
主
に
幼
少
期
に
養
育
者
か
ら
感
染
し

ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
は
思
春
期
以
降
の
性

接
触
に
始
ま
り
ま
す
。
肥
満
や
糖
尿
病
な

ど
の
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
は
小
児
期
と
成
人

期
で
相
関
が
高
く
、
小
児
期
の
生
活
習
慣

は
成
人
期
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。
最
終
身

長
や
初
経
年
齢
は
小
児
期
の
成
長
の
証
し

と
も
言
え
ま
す
が
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら

の
が
ん
リ
ス
ク
に
影
響
し
続
け
ま
す
。「
病

気
の
こ
と
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
考
え
れ

ば
い
い
」
と
は
い
か
な
い
よ
う
で
す
。

７
．�

小
児
期
に
決
定
す
る
リ
ス

ク
要
因
の
一
例

　
大
豆
摂
取
は
日
本
人
に
特
徴
的
な
食
の

一
つ
で
す
。
植
物
性
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
で
あ

る
大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
は
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
調
整
作
用
、
抗
酸
化
作
用
、
が
ん
抑
制

作
用
を
持
つ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
代
謝
物
質
の
中
で
、
特
に

高
い
健
康
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が

エ
ク
オ
ー
ル
で
す
。
エ
ク
オ
ー
ル
は
腸
内

細
菌
叢
に
よ
り
産
生
さ
れ
ま
す
が
、
産
生

で
き
る
人
と
産
生
で
き
な
い
人
が
い
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
腸
内
細
菌
叢
は

幼
少
期
に
は
流
動
的
で
、
成
長
に
伴
っ
て

定
着
す
る
こ
と
か
ら
、
エ
ク
オ
ー
ル
の
産

生
能
は
小
児
期
に
獲
得
さ
れ
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
エ
ク
オ
ー
ル
を
産

イ
ド
ラ
イ
ン
提
言
に
関
す

る
研
究
」）。
科
学
的
根
拠

と
し
て
の
信
頼
性
の
強
さ

に
よ
り
、
確
実
、
ほ
ぼ
確

実
、
可
能
性
が
あ
る
、
不

十
分
、
の
4
分
類
と
、
要

因
と
が
ん
の
関
連
の
強
さ

に
よ
り
、
強
い
、
中
く
ら

い
、
弱
い
、
な
い
、
の
4

分
類
が
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
リ
ス
ク
評
価
の
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
が
公
表
さ
れ
て

い
ま
す
（
図
）。

６
．
が
ん
の
起
源

　
が
ん
は
主
に
成
人
期
に

罹
患
す
る
疾
患
で
す
が
、

そ
の
リ
ス
ク
要
因
は
い
つ

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
喫
煙
、
飲

酒
、
肥
満
、
糖
尿
病
、
運

動
、
食
事
、
感
染
、
生
殖

要
因
、
最
終
身
長
な
ど

様
々
な
要
因
は
、
成
人
期

の
み
に
関
係
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

た
ば
こ
煙
に
は
生
ま
れ
た

直
後
か
ら
曝
露
さ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ピ
ロ
リ

生
で
き
る
お
腹
に
な
れ
る
か
が
分
か
れ
ば
、

将
来
の
が
ん
を
予
防
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

８
．�

リ
ス
ク
要
因
に
お
け
る
小

児
期
の
特
徴

　
病
気
の
原
因
は
、
変
え
る
こ
と
の
で
き

な
い
生
ま
れ
つ
き
の
遺
伝
素
因
と
、
日
々

の
過
ご
し
方
で
変
え
ら
れ
る
生
活
環
境
要

因
の
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
小

児
期
は
、
環
境
要
因
へ
の
曝
露
が
ま
だ
少

な
い
た
め
、
相
対
的
に
遺
伝
的
素
因
の
影

響
が
大
き
い
時
期
で
す
。
年
齢
を
重
ね
る

こ
と
で
環
境
へ
の
曝
露
が
少
し
ず
つ
増
え
、

環
境
要
因
の
影
響
が
大
き
く
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
へ
の
保
健
指
導
で
は
、

小
児
期
で
は
遺
伝
的
影
響
が
大
き
い
こ
と

を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

９
．
万
人
共
通
の
願
望

　
「
病
気
に
な
っ
た
と
し
て
も
お
医
者
さ

ん
に
治
し
て
も
ら
え
ば
い
い
」
と
思
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
医
療
技
術
は
日
進
月
歩

で
、
次
々
に
病
気
を
克
服
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
病
気
に
な
れ
ば
気
分
も

重
く
治
療
に
は
苦
痛
を
伴
う
こ
と
も
し
ば

し
ば
で
す
。
病
気
に
な
ら
ず
健
康
に
幸
せ

に
暮
ら
し
た
い
、
病
気
は
予
防
か
ら
。

図.�日本人におけるがんリスク評価（出典:「科学的根拠に基づく発がん性・がん予防効果の評価とがん予防ガイドライン提言に関する研究」）
　　矢印↑はリスク上昇を、↓はリスク減少を表す。臓器名はその部位のがんを示す。
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献血方法別の献血基準献血方法別の献血基準
献血の種類

全血採血 成分採血
200mL 献血 400mL 献血 血漿 血小板

１回採血量 200mL 400mL 600mL 以下 
（循環血液量の 12％以内）

年齢
16 歳～ 69 歳 男性：17 歳～ 69 歳

女性：18 歳～ 69 歳 18 歳～ 69 歳 男性：18 歳～ 69 歳
女性：18 歳～ 54 歳

ただし、65 ～ 69 歳の者については、60 歳に達した日から 65 歳に達した日の前日までの間に　　
採血が行われた者に限る。

体重 男性：45 ㎏以上
女性：40 ㎏以上 男女とも 50kg 以上 男性：45 ㎏以上

女性：40 ㎏以上
最高血圧 90mm Ｈｇ以上 179mmHg 以下
最低血圧 50mm Ｈｇ以上 109mmHg 以下

脈拍 40 回 / 分以上 100 回 / 分以下
体温 37.4℃以下

血色素量 
（ヘモグロビン濃度）

男性：１２.５ｇ/ｄL 以上 
女性：１２.０ｇ/ｄL 以上

男性：１３.０ｇ/ｄL 以上
女性：１２.５ｇ/ｄL 以上

12.0ｇ/ｄL 以上 
（赤血球指数が標準域＊にあ
る女性は１１.５ｇ/ｄL 以上） 
＊標準粋　　　　　　　
MCV : 81～100(fL)
MCH : 26～35(pg）　
MCHC : 31～36(%)

12.0g/dL 以上

血小板数 － － － 15 万 / μL 以上
60 万 / μL 以下

採血間隔

〔前回採血〕
２００ｍL全血 男女とも４週間後の同じ曜日から

４００ｍL全血 男性は 12 週間後、
女性は 16 週間後の同じ曜日から 男女とも８週間後の同じ曜日から

血漿成分 男女とも２週間後の同じ曜日から
なお、血小板成分採血では、血漿を含まない場合１週間後に血小板成分採血が可能。 
ただし、４週間に４回実施した場合には次回までに４週間あける。血小板成分

年間※1総採血量 
（１年は 52 週として換算）

200mL ・400mL 全血を合わせて
男性：1,200 mL 以内
女性：    800 mL 以内

－ －

年間※1採血回数 
（１年は 52 週として換算）

男性：６回以内
女性：４回以内

男性：３回以内
女性：２回以内

血小板成分献血１回を２回分に換算して 
血漿成分献血と合計で 24 回以内

共通事項

次の者からは採血しない。
①妊娠していると認められる者、又は過去６ヵ月以内に妊娠していたと認められる者
②採血により悪化するおそれのある循環系疾患、血液疾患その他の疾患に罹っていると認められる者
③有熱者その他健康状態が不良であると認められる者

令和 4 年 4 月 1 日（愛知県赤十字血液センターのホームページより）

この予定は都合により変更されることがありますので、
市ホームページでご確認ください。

献血にご協力いただける方の安全を第一として、国が定めた規準等により、医師が総合的に判断してお願いしています。
※1�期間の計算は直近の採血を行った日から起算します。

　9月　1日（金） 愛知県中央信用組合本店
10:00 〜 16:30

11月 15日（水） 碧南市役所正面玄関
9:30 〜 16:15

　1月 20日（土） 碧南営農センター（農業まつり）
10:00 〜 15:00

　3月　8日（金） 愛知県中央信用組合本店
お問い合わせ下さい

　3月 13日（水） 碧南市役所正面玄関
9:30 〜 16:15

令和5年度献血予定表 令和5年度　市民献血30回以上協力者

～感謝状贈呈者～～感謝状贈呈者～

待ってるよ〜

400ml
だよ！

井澤彰彦� （道場山町）
石川砲蔵� （志貴崎町）
尾崎貴志� （神田町）
山弘次� （旭町）
小嶋隼平� （神有町）
近藤雅也� （塩浜町）

角谷文嘉� （羽根町）
瀧口　剛� （幸町）
永坂伸子� （志貴町）
森田信広� （若松町）
吉岡伸一� （天神町）

（50音順）


